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▼問い合わせ　財政係（☎２２３‐３５７８）

未来へ、安定・堅実な財政運営を推進します

②

まちの家計簿まちの家計簿まちの家計簿

①① ②② ③③ ④④

⑥⑥
⑤⑤

令和７年度一般会計決算

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入歳入

【自主財源内、その他の内訳】　諸収入 12 億 3983 万円
（うち、モーターボート競走事業収入 10 億円）、繰越金
8545 万円、寄付金 7033 万円、財産収入 4804 万円、
分担金・負担金 1367 万円

【依存財源内、その他の内訳】　地方譲与税 3513 万円、法人
事業税交付金 2899 万円、株式等譲渡所得割交付金 1908 万
円、配当割交付金 1132 万円、地方特例交付金 1066 万円、
環境性能割交付金６７３万円、利子割交付金２５９万円0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100

町税
12 億
8437 万円

その他
14 億 5732 万円

地方交付税
28 億 3696 万円

国庫支出金
19 億１０２万円 ●

地方消費税交付金
３億 5503 万円

●

県支出金
５億６６６万円

●

使用料・手数料
1億 9244 万円

●

その他
1 億 1450 万円

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100

自主財源 37.8％ 依存財源 62.2％

●

町債
7 億 1660 万円

繰入金
９億
7420 万円

【用語の説明】
●自主財源
　�町が自主的に収入できる財源
●依存財源
　�国や県の基準により交付され、自主的に収入できない財源
●地方交付税
　�全ての地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供で

きるよう、国から配分されるお金
●町債
　�町が国や銀行から借り入れるお金

　■歳入決算額の構成
　�　歳入額を財源別にみると、町税や使用料・手数料

などの自主財源が総額の 37.8％、地方交付税や国庫
支出金などの依存財源が 62.2％です。

　■歳入の主な増減
　�　物価高騰対応地方創生臨時交付金やデジタル基盤

改革支援補助金の増加などにより、国庫支出金が
３億 1504 万円増加し、国税収入の増額などにより、
地方交付税が 1 億 4749 万円増加しました。

歳出歳出
教育費
12 億
5057 万円

民生費
27 億 1436 万円

総務費
22 億 5838 万円

土木費
９億
2189 万円

公債費
10 億
5337 万円

①衛生費  ７億4735万円、②商工費  ３億8967万円、③消防費  ２億7479万円、④農林水産業費  １億3156万円、
⑤議会費  １億３９１万円、⑥諸支出金 　5803 万円、⑦災害復旧費  3870 万円

【令和７年度一般会計の歳入歳出決算の概要】
　令和７年度の一般会計の決算額は歳入歳出ともに増加し、歳入総額は６億 3170 万円増加の１０３億 3910 万円、
歳出総額は６億 3370 万円増加の 99 億 4258 万円になりました。

⑦⑦
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に
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め
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ま
い
り
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す
。

貝掛 俊之　町長

町長からのメッセージ
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●自治区活性化事業交付金� ７００万円
●ボランティア活動センター運営事業
� ８２３万円

　　住民とともに進めるまちづくり１

　第６次総合振興計画前期基本計画に基づき、取り組んだ内容を紹介します。
ま
ち
の
家
計
簿

③

●子ども医療費助成金� 5556 万円
●出産祝金� ５７５万円
●保育料無償化・軽減事業�１495 万円
●小中学校・高校生等通学費補助金�
� ７６１万円
●学校給食費負担軽減事業� 4301 万円
●新婚 ･ 子育て世帯民間賃貸住宅
　家賃補助金� ２９８万円
●学力向上事業� 4459 万円
●小中学校情報機器（ＩＣＴ）活用事業
� 4933 万円
●芦屋東小学校校舎大規模改修事業
� １億 1232 万円

　　子どもがのびのびと育つまちづくり３

　　安全で安心して暮らせるまちづくり２
●城山公園法

のりめん
面整備事業� 1850 万円

●庁舎・指定避難所非常用電源整備事業
� 9935 万円
●老朽危険家屋等解体補助金� ５６５万円
●防犯カメラ設置補助金� 39 万円
●消費者生活相談事業� ２３０万円
●高齢者運転免許証返納者支援事業
� 60 万円

  令和７年度の主な事業令和７年度の主な事業 令和７年度の主な事業

●巡回バス運行事業� 1998 万円
●敬老祝金� ９５５万円

　　いきいきと暮らせる笑顔のまちづくり４

　　 活力ある産業を育むまちづくり５
●汐入川水門改修事業� 1238 万円
●柏原漁港西方海岸荒波対策事業
� 1337 万円
●創業促進支援事業補助金� ４９７万円

●空き店舗等活用事業補助金
� １７０万円

●あしや花火大会事業補助金
� 1850 万円

●あしや砂像事業補助金�3986 万円

●特産品開発支援事業補助金
� １６３万円
●芦屋港活性化推進事業�4695 万円

       環境にやさしく、快適なまちづくり６
●公園整備事業� 1119 万円
●定住促進奨励金� ７１１万円
●タウンバス運行事業
� １億９５４万円

●図書館運営事業� 4512 万円
●芦屋東・山鹿公民館� 1162 万円
　LED 化事業
●テニスコート改修事業� 7867 万円
●総合運動公園中央グラウンド
　改修事業� １億４３５万円
●芦屋釜の里運営事業� 4230 万円

　　心豊かな人が育つまちづくり７
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④

町債残高は約 82 億円　　実際の町の負担は約 21 億円
　町債とは町の借金のことですが、一般的な借金とは違い「交付税措置（※ 1）」という
助成ルールがあります。
　令和７年度の町債残高を見ると、約 68％は普通交付税で措置されており、一般財源（※
２）で返済するのは約 26％で、額にすると約 21 億円です。令和７年度は魚見公園整備
事業や総合運動公園中央グラウンド改修事業などのため町債を借り入れましたが、借入額
以上に返済額が多かったため、残高が減少しました。

町
債
（
借
金
）

令和７年度 令和６年度 対前年度増減
町債残高 81 億 6848 万円 84 億 7508 万円 ▲３億６６０万円
 交付税措置額 55 億 3325 万円 57 億 3871 万円 ▲２億５４６万円
 その他 ５億 2662 万円 7 億 7764 万円 ▲２億 5102 万円
 一般財源 21 億８６１万円 19 億 5873 万円 １億 4988 万円

基金残高は約 50 億円
　町の貯金である基金は、財源不足への対応や特定の事業を実施するために積み立てている
ものです。
　令和７年度は、教育・福祉施設整備に係る起債の償還などで基金を取り崩しましたが、モ
ーターボート競走事業会計繰入金を増額し、公共施設の整備などに要する経費の財源に充て
ることを目的とした「公共施設等整備基金」などに積立てをしたため、全体として約７千万
円増加しました。

基
金
（
貯
金
）

令和７年度 令和６年度 増　減 早期健全化基準 財政再生基準
 実質赤字比率 － － － 15% 20%
 連結実質赤字比率 － － － 20％ 30%
 実質公債費比率 10.7％ 8.3％ 2.4％ 25% 35%
 将来負担比率 － － － 350%

健全化判断比率
　健全化判断比率のうち、1 つでも早期健全化基準以上になった場合は「財政健全化計画」
を定める必要がありますが、いずれの比率も基準を下回っており、町の財政は健全な状態
にあると言えます（比率がマイナスの場合は「－」で表示）。

健
全
化
判
断
比
率

 区　分 令和７年度 令和６年度 対前年度増減
 財政調整のための基金 15 億 3984 万円 15 億 5668 万円 ▲ 1684 万円
 その他特定目的基金 34 億 2225 万円 33 億 3606 万円 8619 万円
 合計 49 億 6209 万円 48 億 9274 万円 6935 万円

（※１）�交付税措置とは、町債の返済額を国が普通交付税という形で助成するもので、措
置される率は内容によっておおむね 30 ～ 100％です。

（※２）一般財源とは、町税など町が自らの裁量で使用できる財源です。

一般財源

26%

[億円] ２０ ４０ ６０ ８０

その他
6%

交付税措置額
68%

実際の

町の負担

実質的な

負担は なし
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⑤

　特別会計は、特定の事業を行う場合や特定の収入により事業を行う場合、その事業に
係る経理を一般会計と区別する必要があるため、条例により設置している会計です。

公共下水道事業会計
収益的収入　　7 億 1605 万円
収益的支出　　7 億 3491 万円
資本的収入　　4 億 2768 万円
資本的支出　　5 億 2457 万円

　 主 な 収 益 的 収 入 は、 下 水 道 使 用 料 3
億８４６万円、一般会計からの負担金と補助金
1 億 4843 万円です。主な収益的支出は、管

かんきょ
渠

やポンプ場、浄化センターの費用 2 億 5727 万
円、企業債利息２４５万円です。
　主な資本的収入は、国庫補助金１億 4042 万
円です。主な資本的支出は、汚水管渠等整備工
事（臨海部推進工）8568 万円、芦屋町公共下
水道芦屋町浄化センター建設工事委託 5584 万
円、芦屋町公共下水道雨水排水樋

ひ か ん
管ゲートの

建設工事委託 5307 万円、企業債元金償還金
6270 万円です。

地方独立行政法人
芦屋中央病院貸付金特別会計

　芦屋中央病院の町債の借り入れや、借り入れ中央病院の町債の借り入れや、借り入れ
た町債の返済を行うための会計です。た町債の返済を行うための会計です。
　主な収入は、医療機器整備、設備改良のため　主な収入は、医療機器整備、設備改良のため
に借り入れた町債１億 2220 万円です。主な支に借り入れた町債１億 2220 万円です。主な支
出は、町債の返済費用で３億５７４万円です。出は、町債の返済費用で３億５７４万円です。

収入　  ４億 2794 万円
支出　  ４億 2794 万円

給食センター特別会計

　主な収入は、給食費収入 2013 万円、一般会
計からの繰入金１億 3718 万円です。
　主な支出は、給食材料費 6291 万円、そのほ
かは、委託料、光熱水費、人件費などです。

収入　  １億 5971 万円
支出　  １億 5771 万円

モーターボート競走事業会計
収益的収入　1329 億 6089 万円
収益的支出　1275 億 9933 万円
資本的収入　　　　　　　0 万円
資本的支出　 14 億 4945 万円

　主な収益的収入は、芦屋本場開催の発売金な　主な収益的収入は、芦屋本場開催の発売金な
どの開催収入９９０億 5912 万円、他場開催のどの開催収入９９０億 5912 万円、他場開催の
発売金などの場外発売受託事業収入３３７億発売金などの場外発売受託事業収入３３７億
3705 万円です。3705 万円です。
　主な収益的支出は、売り上げに伴う払戻金や　主な収益的支出は、売り上げに伴う払戻金や
交付金、選手賞金などの開催費８９３億 3436交付金、選手賞金などの開催費８９３億 3436
万円、他場開催の払戻金などの場外発売受託事万円、他場開催の払戻金などの場外発売受託事
業費３３０億 1901 万円です。業費３３０億 1901 万円です。
　主な資本的支出は、施設の改修工事などの建　主な資本的支出は、施設の改修工事などの建
設改良費９億 4806 万円です。設改良費９億 4806 万円です。

国民宿舎特別会計

　主な収入は、指定管理者納入金８９７万円、
行政財産使用料が１１９万円です。
　主な支出は、設備などの修繕２６３万円、空
調改修工事２１２万円、防犯カメラ設置業務委
託２０９万円などです。

収入　  　　1689 万円
支出　  　　1028 万円

国民健康保険特別会計

　主な収入は、国民健康保険税 2 億 54 万円、
県の補助金 9 億 6406 万円、一般会計からの繰
入金 1 億 7368 万円です。主な支出は、保険給
付費９億 1048 万円、国民健康保険事業費納付
金 3 億 4759 万円です。

収入　  13 億 5742 万円
支出　  13 億 3144 万円

後期高齢者医療特別会計

　主な収入は、後期高齢者医療保険料２億
1123 万円、一般会計からの繰入金 7788 万円
です。主な支出は、後期高齢者医療広域連合納
付金 2 億 7594 万円です。

収入　  ３億     30 万円
支出　  ２億 8994 万円

令和７年度特別会計決算
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ボートレース芦屋ボートレース芦屋が担うが担う
　　　　　　「まちづくり」　　　　　　「まちづくり」

▽▽問い合わせ　ボートレース事業局 庶務係（☎２２３‐０５８１）問い合わせ　ボートレース事業局 庶務係（☎２２３‐０５８１）

ボートレース事業の社会・地域貢献
　ボートレースの売上金の一部は、自治体の大きな財源として私たちの暮らしを支え
る大切な役割を果たしています。 
　その収益は、道路や公園の整備といったまちづくりをはじめ、こどもたちの教育環
境の充実、さらには福祉サービスの向上など、地域社会のさまざまな公共事業に幅広
く活用されています。

　ボートレース芦屋は、昭和 27（1952）年の開設以来、

総額700 億円700億円を超える収益を町へ拠出しました。
　この収益を財源にして、町では、毎年、たくさんの事業が
行われています。

また、将来への備えのため、基金への積み立ても行っています。
●ボートレース収益まちづくり基金
　�福祉・教育分野で持続可能なまちづくりに役立てるためのもの
●公共施設等整備基金
　公共施設の整備などに役立てるためのもの

レ ー ス を 観 戦 し よ う ！
◆ G Ⅱ モ ー タ ー ボ ー ト 大 賞
　令和９年　１月 1 0 日～ 15 日
◆ SG 第 30 回チャレンジカップ◆ SG 第 30 回チャレンジカップ
　令和９年 11 月 23 日～ 28 日　令和９年 11 月 23 日～ 28 日

ボートレースマルシェなどの
地域還元イベントを開催！

△イベント情報は
　こちらから

ボートレース芦屋を満喫！ボートレース芦屋を満喫！
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モ ー ヴ ィ 芦 屋
　６カ月から 12 歳までのこどもの発達
段階に応じた「あそび」がたくさん！天
候を気にせず思いっきり体を動かして
楽しめます。

あ し や 夢 リ ア ホ ー ル
　１階席から３階席まで約７００席あるイ
ベントホール！レースがない日でもコンサ
ートや講演会など多数のイベントを開催
し、ホールの一般貸出も行っています。

地域に開かれた施設を目指して！地域に開かれた施設を目指して！

　令和 7 年度は電話投票（インターネット投票）において、キャッシュバックや電話投票キ
ャンペーンを行うとともに、YouTube による予想配信や携帯サイトによる予想情報、SNS
による情報発信などを行った結果、売り上げが好調でした。
　ボートレース芦屋で開催したレースの年間総売上は９７７億円で、収益は 74 億円でした。
　そのうち、１０億円１０億円を町に拠出し、以下のような事業に活用されました！

あしや砂像展への支援あしや花火大会への支援 芦屋中央病院運営負担金

芦屋港活性化推進事業国民健康保険特別会計への支援 バス運行事業（タウンバス・巡回バス）

学校給食費負担軽減事業保育料無償化・軽減事業 生活応援商品券発行事業
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芦屋町地震・津波避難訓練のお知らせ
▷問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

　防災に関する意識と知識を高めるため、避難訓練を行います。
　町内に住んでいる人は、だれでも参加できますので、近所の人と一緒に
参加してください。

　おかずの缶詰３種類を配布する予定です。
　※中央公民館、総合体育館それぞれの会場で訓練終了時に配ります。

●備蓄食料の配布

　・�訓練は安全第一に行うため、天候不良時は訓練を中止または縮小する
場合があります。

　・中央公民館に車で来る人は、役場駐車場に駐車してください。
　・�当日は、午前９時 30 分から、屋外防災行政無線（屋外スピーカー）

や戸別受信機などで、地震発生や大津波警報、集合場所などを放送し
ます。実際の災害と間違いのないよう注意してください。

　 注意事項

　①�中央公民館
　　テント設営体験、福岡管区気象台職員による防災ミニ講座、
　　炊き出しの試食、煙体験ハウスでの煙体験
　②�総合体育館
　　テント設営体験、福岡管区気象台職員による防災ミニ講座

●訓練項目　※訓練項目は変更する場合があります。

△テント設営体験 △煙体験ハウス△炊き出し

●とき
　11月 28日土・午前 10時～ 11時（予定）

●ところ
　中央公民館・総合体育館

●参加方法��
　①�住んでいる自治区からの回覧板などで案内を受けた人は、その案内
に沿って参加してください。

　②�そのほかの人は、中央公民館または総合体育館に直接来てください。
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町では、新たな海のレジャー施設として「芦屋港ボートパーク」の整備を進めてきました。
このたび、令和８年 11 月 22 日から施設を利用できます。

問い合わせ　
事業推進係

（☎２２３‐３５５０）

　プレジャーボートなどの小型船舶を係留できる施
設です。浮

うきさんばし
桟橋を整備し、海のレジャーを楽しむこ

とができる係留環境を提供します。

敷地内に駐車場を整備しています。

北九州市内から車で約 40分

芦屋タウンバス「海浜公園入口」から徒歩７分

芦屋港ボートパーク

　新設の波
はじょてい

除堤を活用して、魚釣りができる施設です。
　安全・快適に釣りを楽しめる環境で、特に初心者
やファミリーでの釣りに最適です。

町ホームページ

係留施設の利用には、
申し込みが必要です。
詳しくは町ホームページを
見てください。

施設利用時のお願い

ルールを守って、みんなで気持ちよく利用しましょう。

ライフジャケットを着用してください。
釣り場をきれいに保ち、ごみは持って帰ってください。

設備　：①管理事務所
　　　　②屋外トイレ
　　　　③芝生広場
　　　　④給水・給電設備

区画数：171 隻（うちビジターバース３隻）

施設概要
利用料金：無料
営業時間：午前９時～午後５時
定休日　：�①�毎週火曜日
　　　　　（火曜祝日の場合はその翌日が休業です）
　　　　　�②�年末年始（12 月 29 日から１月３日まで）

施設概要
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「女性に対する暴力をなくす運動」期間  11 月 12 日～ 25 日

令和○年○月○日

                          ○日

借用書
令和○年○月○日

･････10,000

●�「暴力」 にあたる行為とは
身体的暴力 殴る、蹴る、平手で打つ、首を絞めるなど
精神的暴力 無視する、怒鳴る、脅す、監視するなど
性的暴力 性行為を強要する、避妊に協力しないなど
経済的暴力 生活費を渡さない、借金させるなど
社会的暴力 GPS をつける、交友関係を制限するなど
こどもを利用した暴力 こどもに悪口を吹き込むなど

●�ＤＶ被害を発見した場合は？
　配偶者暴力相談センターまたは警察に通報してください。通報した人の秘密は固く守られます。

●�被害を受けているかもと感じた場合は？
　「自分にも原因があるのでは…」などと自分を責める必要はありません。あなたは悪くありません。暴力はい
かなる理由があっても許されるものではありません。まずは、身近な窓口へ相談してください。

ＤＶ相談 ＋
プラス

電話相談＝☎〈０１２０〉２７９‐８８９（24 時間受け付け）
●チャット相談＝正午～午後 10 時　●プラス相談箱＝ 24 時間受け付け

DV 相談ナビ ☎＃８００８ 警察相談専用電話 ☎＃９１１０

配偶者暴力相談支援センター ☎２０１‐２８２０
月～金曜日・午前８時 30 分～午後５時 15 分　※祝日、年末年始を除く

福岡県女性サポートホットライン ☎〈０９２〉５７４‐８３５８　
毎日午前９時～午後５時　※年末年始を除く　※面談は要予約

福岡県あすばる相談ホットライン

☎〈０９２〉５８４‐１２６６
火～日曜日と祝日の月曜日・ 午前９時～午後４時 30 分、
金曜日（祝日を除く）は夜間（午後 6 時～ 8 時 30 分）も実施
※８月 13 日～ 15 日、年末年始を除く

福岡県配偶者からの暴力相談電話
☎〈０９２〉６６３‐８７２４
月～金曜日・午後５時～午前０時、土日祝日・午前９時～午前０時
※年末年始を除く

�男性・LGBTQ の方の DV 被害者相談
ホットライン

☎〈０７０〉４４１０‐８５０２
水曜日＝午後６時～８時、日曜日＝午前 10 時～午後 12 時
※年末年始を除く

DV をやめたい方の相談窓口 ☎〈０８０〉５７９７‐３９６６
毎日午前９時～午後５時　※年末年始を除く

性犯罪・性暴力被害者のための
ワンストップ支援センター ☎＃８８９１ 性犯罪被害相談電話（警察） ☎＃８１０３

性暴力被害者支援センター・ふくおか ☎〈０９２〉４０９‐８１００　※ 24 時間 年中無休

パートナーや恋人などからの暴力に悩んでいませんか。
一人で悩まず近くの相談窓口に相談を。相談先

身体的暴力以外は、傷やあざなど残らないため、被害者が暴力と認識していない場合があります。
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　　オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン
　毎年 11 月は、「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」期間です。
家庭や学校、地域などの社会全般にわたり、児童虐待問題に対する深い関心と理
解を得ることができるよう、児童虐待防止のための周知を行っています。
　オレンジリボンは、こども虐待防止運動のシンボルマークです。

■こども家庭センターに相談してください
　�　こどものことや職場・家庭のトラブルからくるストレスや不安がもととなり、こどもを必要以上に叱ったり、

たたいたりしてしまうことがあります。まずは、その心の苦しさを理解してくれる人に話すことが大切です。
一人で抱え込むのではなく、少しでも困っていることがあればこども家庭センターに相談してください。
▷�問い合わせ　こども家庭センター　☎２２３‐３５７７

●生きる権利
　�食べるものや住むと

ころがあること、医
療を受けられること、
命が守られること

●育つ権利
　�教育を受けること、休

んだり遊んだりするこ
と、自分の成長に必
要な情報を得ること

●守られる権利
　�暴力や搾取、有

害な労働から守
られること

●参加する権利
　�自分に関係あることにつ

いて自由に意見を表すこ
と、集会に参加したりグル
ープを作ったりすること

■大人はみんな「こどもの権利」を守らなければなりません
　�　こどもの権利はすべてのこどもが生まれながらに持っているものです。大人が与えるものでも、条件によ

って左右されるものでもありません。

■児童虐待とは
　児童虐待は、大きく 4 つに分けられますが、これらが重複して起きることが少なくありません。

●ネグレクト
　�家に閉じ込める、食事を

与えない、ひどく不潔にす
る、自動車の中に放置す
る、重い病気になっても病
院へ連れて行かないなど

●身体的虐待
　�殴る、蹴る、たたく、

投げ落とす、激し
く揺さぶる、やけ
どを負わせる、溺
れさせるなど

●性的虐待
　�こどもへの性行為、
性的行為を見せる、
ポルノグラフィの
被写体にするなど

●心理的虐待
　�言葉による脅し、無視、
きょうだい間での差別的
扱い、こどもの目の前で
家族に対して暴力をふる
う（面前ＤＶ）など

◉こどもの生命にかかわるとき、緊急性が高いときは 110番へ

■虐待かもと思ったら へ連絡をお願いします
　〈児童相談所虐待対応ダイヤル〉全国共通・通話料無料・24 時間受け付け
⃝�通告・相談は匿名で行うこともでき、通告・相談をした人、その内容に関する秘密は守られます。
⃝�結果として虐待でなかったとしても、通告・相談をした人が責められることはありません。

☎ 電話番号＝【１
い ち は や く

８９】

■体罰は法律で禁止されています
　�　自分もこども時代に親から殴られて育ったので体罰は仕方ないと思っている人がいるかもしれません。
　　しかし、体罰は、こどもの成長・発達に悪影響を及ぼすとして法律で禁止されている行為です。
⃝しつけ
　こどもの人格や才能などを伸ばし、自律した社会生活を送れるようにサポートしていく行為。
⃝体罰　
　こどもの体になんらかの苦痛を引き起こし、こどもの成長・発達に悪影響を及ぼす行為。
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

� ８月８日～ 17 日　芦屋中学校ホームステイ事業
Let's English ！Let's English ！

　芦屋中学校の生徒10人が、オーストラリアへ10日間の
ホームステイを行いました。出発式では、「オーストラリア
でさまざまなことを学び、将来の進路選択に生かしたい」「積
極的にコミュニケーションに挑戦し、英語の能力を高めた
い」と話していた生徒たち。報告会では、「ネイティブな英
語は、聞き取れないこともあったが、積極的にコミュニケ
ーションに挑戦したことで、英語のリスニング力がついた」
「現地での経験を通して、さまざまなことを学ぶことができ
たので、もっと英語を勉強していずれは留学したい」と話
すなど、一回り大きく成長した姿を見せてくれました。

放課後塾で学力向上！放課後塾で学力向上！
� ９月２日、10 日　放課後塾開校

　こどもたちの基礎学力と家庭学習の定着を目指し、令和８年
度の『放課後塾』が開校されました。受講を希望した小学５年
生と中学２年生を対象とし、指導は民間の進学塾が行っていま
す。教科は算数と数学で、初回は、学力判断テストとその解き
方の解説が行われました。小学校は全 10 回、中学校は全 20
回授業が行われます。

� ９月６日　茶道ミニ講座「抹茶を楽しむ」
作法を学び抹茶を楽しむ作法を学び抹茶を楽しむ

　芦屋釜の里で、茶道ミニ講座「抹茶を楽しむ」が行われました。
抹茶の点て方やいただき方などの作法を学んだ後、茶筅を使って抹
茶を点てる体験をしました。抹茶の香りや味わいを楽しみながら、
作法や心配りなどの和の文化に触れ、心落ち着くひとときを過ごし
ていました。

広報あしや　2026.11 ⑫



� ９月 12 日　芦屋町敬老会
これからも笑顔で元気に過ごしてくださいこれからも笑顔で元気に過ごしてください

　今年度中に 70歳以上になる皆さんを招待し、長寿を祝す敬老会が、
あしや夢リアホールで行われました。老人クラブの活動紹介が行われ、
アトラクションでは、おぼん・こぼんによる漫才や藤永 翠

すいじゅ
珠さんに

よる民謡のパフォーマンスがありました。

まんがで町の魅力を発信！まんがで町の魅力を発信！
�９月 16 日～ 27 日　ギャラリーあしや「あしやまちまんが展」
　ギャラリーあしやで「あしやまちまんが展」が行われました。
地域おこし協力隊６号として、３年間マンガを通して町の情報
発信を行った脇田 彩友美さんの卒業企画展です。町や芦屋釜
の紹介、町の歴史や怪談話など約 700 点のマンガが展示され
ました。

みんなで守る、芦屋海岸の豊かな自然みんなで守る、芦屋海岸の豊かな自然
� ９月 27 日　クリーンキャンペーン
　今回で 24 回目となる「芦屋海岸クリーンキャンペーン」（山鹿地区）
が行われました。上流から流れ着くごみにより、河口堰

ぜき
や芦屋海岸の景

観が損なわれるだけでなく、海の生態系にも影響を与えています。この
活動は、海岸のごみ問題を遠賀川流域全体の課題として捉え、清掃活動
を通じて環境美化への意識を高めることを目的に行われています。当日
は、町内外から５１４人が参加し、５６０kg のごみを回収しました。

　芦屋歴史の里で、だごびーなづくりのワークショップが
行われました。八朔の節句は旧暦八月朔

ついたち
日を初めて迎える

こどもの成長を祝う伝統行事で、女児の家では米粉を蒸し
た団子で作るだごびーなを飾ります。今回は、彩色した紙
粘土を使って、思い思いのだごびーなを作っていました。

� ９月 13 日　粘土でだごびーなづくり
伝統行事に触れる伝統行事に触れる
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最優秀賞
sue_photo1623 さん

【コメント】�
芦屋町の夏の始まりの行事である
山笠。男性が山笠を見つめている
姿を撮影した様子が次世代にも山
笠、伝統行事を残して受け継いで
ほしいという思いを強く感じ取りま
した。後ろ姿に風情を感じる良い
作品だと思いました。

　「あなたが伝えたい芦屋町の夏の魅力」をテーマに、芦屋町の風景、町並み、人々
の営みや出来事の写真を募集しました。
　160 点以上ものすてきな写真の投稿ありがとうございました。
　審査の結果、見事入賞を果たされた作品をここに発表します！
� ▷問い合わせ シティプロモーション係　（☎２２３‐３５７１）

結果発表
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⑮

【コメント】�芦屋海岸で撮影されたはにかむ少年の表情がかわいらしくて、一目見たときにかわ
いいな、と言葉がもれてしまいました。これから海水浴をするのか、浜で砂遊びす
るのか、楽しみが写真から想像できてほほえましいですね。青い海と空から芦屋の
海の魅力も感じられるなと思い、選ばせていただきました。

kenta.suzuki.8686 さん優秀賞

健闘賞 inaka_jiisan さん
【コメント】��水辺の涼しさを感じる１枚でありながら、魚を捕らえる瞬間の迫力にも惹かれました。

大阪育ちの私にとって、芦屋町でトンビやミサゴを見かけると『港町に来たんだな』
と実感します。普段は空を飛ぶ姿しか見られない鳥の、羽の細部まで捉えた一瞬に
感動しました。芦屋町ならではの、夏の魅力が詰まった１枚だと感じました！
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土
・

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
郡
消
防

本
部
（
遠
賀
町
広
渡
）

▽�

内
容　
放
水
体
験
、
煙

体
験
、
は
し
ご
車
搭
乗

体
験
な
ど

▽
参
加
費　
無
料

※�

詳
し
く
は
、
遠
賀
郡

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ

さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
９
３
‐
８
１
２
５
）

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
航
空
祭

▽�

と
き　
11
月
15
日
日
・
午
前
８
時
～
午
後

２
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽�

内
容　
飛
行
展
示
、
地
上
展
示
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど

※�

天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
ま
た
は
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

基
地
周
辺
で
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
芦
屋
基
地
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

渉
外
室　
（
☎
２
２
３
‐
０
９
８
１
（
内

線
３
４
４
））

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
実
態
を

調
査
し
ま
す

　

福
岡
県
ひ
と
り
親
世
帯
等
実
態
調
査
は
、

生
活
実
態
と
要
望
事
項
な
ど
の
把
握
を
目
的

と
し
、
５
年
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
は
、
今
後
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉
施

策
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
。

　

対
象
世
帯
へ
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

調
査
期
間　
10
月
25
日
日
～
11
月
15
日
日

▽�

基
準
日　
11
月
１
日
日
時
点

▽�

対
象　
福
岡
県
内
で
無
作
為
に
抽
出
し
た

母
子
世
帯
３
７
５
０
世
帯
、
父
子
世
帯
２

０
０
０
世
帯
、
養
育
者
世
帯
５
０
０
世
帯

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
福
祉
こ
ど
も
政
策

部
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４

３
‐
３
２
５
７
）

マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九
州

職
業
訓
練
講
座
案
内

▽�

と
き　
12
月
16
日
水
・
午
前
8
時
30
分
～

午
後
４
時
35
分

▽�

と
こ
ろ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北
九
州

（
八
幡
東
区
大
蔵
）

▽�

内
容　
墜
落
防
止
用
具
の
う
ち
フ
ル
ハ
ー

ネ
ス
型
の
も
の
を
用
い
て
行
う
作
業
に
係

る
業
務
の
特
別
教
育

▽�

定
員　
先
着
40
名

▽�

対
象　
18
歳
以
上
の
人

▽
受
講
料　
９
２
０
０
円（
教
材
費・税
込
み
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北

九
州
（
☎
６
５
１
‐
３
７
７
５
）

情
報
満
載
！
２
０
２
７
年
版

「
福
岡
県
民
手
帳
」
の
ご
案
内

　

県
内
市
町
村
の
概
要
や
各
種
相
談
窓
口
、

施
設
情
報
な
ど
の
情
報
が
満
載
の
２
０
２
７

年
版
福
岡
県
民
手
帳
が
10
月
15
日
木
に
発
売

さ
れ
ま
し
た
。
手
帳
の
詳

細
や
販
売
場
所
な
ど
、
詳

し
く
は
福
岡
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

※�

芦
屋
町
役
場
で
の
販
売
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽�

価
格
（
税
込
み
）

　

①
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
：
１
１
０
０
円

　
②
A
５
サ
イ
ズ
：
１
９
８
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
株
式
会
社
日
本
能
率
協
会

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
３
〉

６
３
６
２
‐
４
５
５
５
）

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

ご
協
力
を
！

　
警
察
で
は
、
11
月
を
「
指
名
手
配
被
疑
者

捜
査
強
化
月
間
」
と
し
て
、
全
国
警
察
の
総

力
を
挙
げ
て
、
社
会
に
大
き
な
不
安
を
与
え

る
重
要
犯
罪
な
ど
の
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
を

検
挙
す
る
た
め
に
は
、
警
察
の
捜
査
活
動
は

も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。「
指
名
手
配
ポ
ス
タ
ー
の
被
疑
者
に

似
て
い
る
人
物
を
見
か
け
た
」
な
ど
、
ど
ん

な
わ
ず
か
な
情
報
で
も
よ
い
の
で
、
警
察
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
（
☎
６
９
１

‐
０
１
１
０
）

令
和
８
年
度
福
岡
県
麻
薬
・
覚
醒
剤
・

大
麻
乱
用
防
止
月
間

●
薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」 

　
10
月
１
日
木
か
ら
11
月
30
日
月
ま
で
の
２

カ
月
間
は
、
福
岡
県
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻

乱
用
防
止
月
間
で
す
。

　
麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
や
危
険
ド
ラ
ッ
グ

な
ど
の
薬
物
乱
用
の
危
険
性
は
、
身
近
に
あ

り
ま
す
。
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
わ
な
い

こ
と
、
１
人
で
悩
ま
ず
友
人
や
家
族
に
何
で

も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

みんなの
ひろば

遠賀郡消防本部
ホームページ

芦屋基地ホームページ

福岡県ホームぺージ

車両展示
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９ 月 分 の 人 の 動 き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人62
人124死亡

人１
人９

令和８年９月末日現在 令和７年９月末日現在

人　口

男　性6,030

女　性6,374

世帯数6,420

人

人 6,110

6,461

6,412 世帯

人

人

世帯

12,404 人 12,571 人

●
浜は

ま
ゆ
う

木
綿
俳
句
会

語か
た

ら
ね
ば
記き

お
く憶
薄
る
る
虫
の
夜

�

野
口 

加
津
美

ペ
ン
シ
ル
の
芯し

ん

足た

す
窓
辺
野の

わ
き分
立
つ

�

池
田 

千
恵
子

菊
の
日
や
宝ほ

う
と
う塔
一い

っ
き基
寺
の
跡あ

と

�

小
川 

雪
野

こ
と
ご
と
く
坊ぼ

う

は
兵へ

い
か火
に
つ
く
つ
く
し

�

池
田 

幸ゆ
き
と
し利

●
水み

ず
く
き茎
短
歌
会

遠と
お

き
日
の
火ひ

ぶ
り
し
ん
じ

振
神
事
の
お
祭
り
に

茅か
や

の
松た

い
ま
つ明
振
り
し
思
い
出

�

後
藤 

征ゆ
き
こ子

デ
イ
ケ
ア
の
慰い

も
ん問
に
来き

た
る
学
生
の

ハ
ン
ド
ベ
ル
に
和わ

し「
ふ
る
さ
と
唄う

た

う
」

�

麻
生 

清
子

デ
イ
ケ
ア
の
夏
の
祭
り
に
リ
ハ
ビ
リ
と

炭た
ん
こ
う
ぶ
し

坑
節
を
歌
い
踊お

ど

り
ぬ

�

宮
﨑 

佐さ

よ

こ
代
子

必ひ
つ
ぜ
ん然
の
数
字
も
と
め
て
数す

う
ど
く独
を

解
き
つ
つ
わ
れ
の
必
然
を
問と

う

�

村
上 

一
惠

俳
句
・
短
歌

流
りゅ う さ

砂
黒川 博行　著
（新潮社 出版）

　匿名・流動型犯罪、
通称トクリュウ。容赦
なく弱者をふみにじる

「闇バイト」組織の面々
を相手に、一粒の砂の
ような痕跡から執念の
捜査で犯罪者を追う刑
事たち。逃走劇の果て
に待ち受けるのは…。

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間　午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や予約

などができます。

としょ か ん
通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 11月

新 着 図 書

注目の一冊

▽ �とき　11月 7日土・午後１時 30分から
　（上映時間 128 分）

▽ �ところ　図書館 1階　多目的室

▽ �上映作品　「ラストマイル」

▽ �定員　35人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　10 月 14 日水・午前 10 時から、図書
館カウンターまたは電話で受け付け

大人の上映会

【一般書】
隠
いんげん
元 澤田 瞳

とう こ
子� 著

沈黙の患者 南 杏
きょうこ
子� 著

春までのセンセイ 早見 和
かずまさ
真� 著

水没レストランの一夜 桃野 雑
ざっ ぱ
派� 著

【児童書】
星のおちた海 菅

すがの
野 雪

ゆきむし
虫� 作

こわいをへらす 魚住 直子� 作
くらやみパーティー 岡田 よしたか� 作
パンどろぼうとさすらいラーメン 柴田 ケイコ� 作
まんげつおどり ミロコ マチコ� 作

■休館日　�２日月、９日月、16 日月、24 日火、
26 日木、30 日月

　冬をテーマにした特別おはなし会を開催します。

▽ �とき　12月 6日日・午前 10時 45分～正午

▽ �ところ　中央公民館２階　21会議室

▽ �定員　50人（事前申し込み先着順）
▽ �申し込み　11月７日土から、図書館カウンターま

たは電話で受け付け
※定員に満たない場合は当日参加ができます。

▽ �出演者　図書館ボランティアの皆さん（にじの会、
めるへん、おはなしトントン、お話しポケットほか）

冬の特別おはなし会へいこう！

　図書館では、読書週間に合わせて 10 月 24 日土～
11 月 8 日日に「秋の図書館まつり」を開催します。
小中学生の「おすすめの本」や町内園児の「おはな
しの絵」の展示、書籍のブックリサイクルや、よむ
にゃんからのミッションをクリアする「シール de
ポン」など楽しい催しがいっぱいです。

おいでよ！秋の図書館まつり

と　き 　　出　演・催　し　　
４日水 赤ちゃんおはなし会たっち
８日日 にじの会

22 日日 にじの会△

ところ　おはなしのへや
※時間はいずれも午前 11 時から

定例おはなし会

広報あしや　2026.11⑰



▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町咳、痰、息切れ、

それ本当に風邪ですか !？
知ってください C

シーオーピーディー

OPD
　

タ
バ
コ
の
煙

を
主
と
す
る
有

害
物
質
を
長
年

吸
い
込
む
こ
と

な
ど
が
原
因
と

な
っ
て
、
肺
の
空
気
の
通
り
が
悪
く

な
り
、
息
切
れ
、
咳
、
痰
な
ど
の
症

状
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
肺
気
腫
や

慢
性
気
管
支
炎
と
呼
ば
れ
て
い
た
疾

患
も
含
ま
れ
、「
肺
の
生
活
習
慣
病
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
５
３
０
万
人
以
上
が

罹り
か
ん患
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
て
、
２
０
２
３
年
の
日
本
に
お

け
る
C
O
P
D
の
死
亡
者
数
は

１
６
９
４
１
人
に
も
上
り
ま
す
。
し

か
し
、
初
期
は
無
症
状
で
あ
り
、
ま

た
、
咳
や
痰
な
ど
が
出
る
場
合
で
も

風
邪
と
混
同
さ
れ
や
す
い
こ
と
も
あ

り
、
発
症
に
気
付
か
ず
適
切
な
治
療

を
受
け
て
い
な
い
人
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。

　
長
引
く
咳
、
痰
、
息
切
れ
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
か
？「
年
の
せ
い
」「
風
邪
気
味
」

な
ど
と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
次
の
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
40
歳
以
上
で
10
年
以
上
喫
煙
歴
が

あ
り
、
左
記
の
症
状
が
あ
る
か

■�

坂
道
や
階
段
な
ど
で
呼
吸
困
難
に

な
る

■�

３
週
間
以
上
咳
や
痰
が
続
く

■�

ゼ
ー
ゼ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
い

う
呼
吸
音
が
す
る

■�

風
邪
を
ひ
く
こ
と
が
多
い
、
風
邪

を
ひ
く
と
な
か
な
か
治
ら
な
い

　

日
本
で
は
90
％

以
上
が
長
期
に
わ

た
る
喫
煙
で
す
。

そ
の
た
め
、
俗
に

「
タ
バ
コ
病
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
受
動
喫

煙
も
こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

吸
う
本
数
や
喫
煙
年
数
が
多
い
ほ

ど
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

１
日
で
も
１
本
で
も
吸
わ
な
い
こ

と
が
悪
化
を
防
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
度
低
下
し
た
肺
の
機
能

は
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、
早
期
に

診
断
を
受
け
て
治
療
を
開
始
す
れ
ば

肺
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
？

原
因
は
？

症
状

予
防
と
治
療

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
全
身
の

病
気
を
引
き
起
こ
す

●肺がん

●肺炎

●高血圧

●心不全

●認知症

●うつ病

●脳血管障害

●骨粗しょう症

●筋力低下

●閉
へいそくせい
塞性動脈硬化症

●糖尿病

●メタボリックシンドローム

こ
れ
に
尽
き
ま
す
！
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差別をなくすために  第 497 号

　内閣府の男女共同参画局が行った「男女共同参画
社会に関する世論調査」（2024 年 9月実施）の「社
会全体における男女の地位の平等感」の結果によ
ると、『男性のほうが優遇されている』との回答は
74.7％を占める一方、『女性のほうが優遇されてい
る』との回答は 6.8％にとどまっています。この結
果は、あくまでも調査に回答した人の実態や感じて
いることが反映されたものに過ぎませんが、皆さん
はこの結果をどう思われますか？
　国はさまざまな人権問題を解決するため、法を整
備し差別をなくす取り組みをしています。しかし、
法を整備しても長年培われてきた感覚や考えは、伝
統や慣例などの捉えが変わらないことで、解消に至
らない人権課題はたくさん残っています。
  女性に対する差別の実態も、そのうちの一つでは
ないでしょうか。
　学校では、男女の区別が解消されつつあります。
以前は、生徒名簿を作成する上で、男子の名前が上
段、女子の名前が下段に書かれていましたが、現在
は男女混合名簿が作成されています。また、女子の
制服はスカートのみでしたが、スラックスを選択で
きるようになりました。さらには、教職員が受ける
研修の内容や生徒が学ぶ人権学習で取り扱うテーマ
の中にも性の多様性について触れるものも増加傾向
にあります。
　今年度開催された全国高等学校野球選手権大会で
は、５名の女性が“女性初”の審判員として起用
されました。また、入場行進でも女子高校生が先導
役を務めました。先導役に起用された理由は、彼女
が所属チームに大きく貢献した功績をたたえたもの
で、先導役としてふさわしいという評価だったそう
です。性に関係なく一人の人として評価されること
は当たり前である一方、さまざまな場面で“女性初”
という表現がなくなるまでには、まだ時間がかかり
そうです。
　まずは、自分や自分の周りから性の違いによる無
意味な区別や見方・考え方から見つめ直し、差別解
消に向けて主体的に行動できる人になっていきまし
ょう。

「女性初」という表現がなくなるまでには

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係

（☎２２３‐３５４６）

　
C
O
P
D
に
な
る
と
、
息
苦
し
さ

か
ら
活
動
量
が
減
り
、
動
か
な
い
た
め

筋
肉
が
萎
縮
し
、
筋
力
が
低
下
し
ま

す
。
筋
力
が
低
下
す
る
と
要
介
護
に

近
い
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
状
態
に
な

り
や
す
く
、
C
O
P
D
患
者
は
フ
レ

イ
ル
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
逆
に
、
早
期
受
診
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
の
治
療
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

フ
レ
イ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
C
O
P
D
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
け

れ
ば
防
げ
る
か
進
行
を
緩
和
す
る
こ

と
の
で
き
る
疾
患
で
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る

現
代
、「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
」
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　
こ
の
機
会
に
、
C
O
P
D
や
喫
煙

に
よ
る
悪
影
響
に
つ
い
て
、
今
一
度

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

治
療
を
続
け
な
い
と

フ
レ
イ
ル
の
可
能
性
も

ＣＯＰＤ
未治療／管理不十分

フレイル

要介護・寝たきり

死亡

咳
や
息
切
れ

な
ど
に
よ
る

活
動
性
低
下

ゴホゴホ
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町
民
の
皆
さ
ん
が
納
付
し
た
町
税
は
、
教

育
・
福
祉
・
生
活
環
境
・
道
路
整
備
な
ど
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た

め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
私
た
ち
が

思
い
が
け
な
い
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、

経
済
的
な
負
担
を
軽
く
し
て
、
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
税
の
滞
納
は
そ
れ
ら
の
財
源
が
損
な
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
貴
重
な
税
金
か
ら
本
来
必

要
の
な
い
滞
納
処
分
に
か
か
る
経
費
（
督
促

状
や
催
告
書
な
ど
の
印
刷
、送
付
費
用
な
ど
）

を
支
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、

最
終
的
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
不
利
益
と
な

り
ま
す
。

■�

納
期
限
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ

り
、
本
来
、
自
主
的
に
納
付

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ

た
場
合
は
督
促
状
の
発
送
な
ど
に
多
額
の
経

費
が
か
か
り
、
そ
の
経
費
も
町
税
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■�

休
日
・
夜
間
で
も

納
付
で
き
ま
す

　

仕
事
な
ど
で
平
日
納
付
に
行
け
な
い
場

合
で
も
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば
住
民
税
（
普

通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
軽
自
動
車
税
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
い
つ
で
も
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
困
っ
た
と
き
は
納
付
相
談

　
病
気
や
失
業
、
生
活
困
窮
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
の
納
付
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
放
置
せ
ず
に
納
税

係
に
納
付
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
状
況
に

よ
っ
て
は
、
分
割
納
付
な
ど
の
措
置
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ

　
た
め
の
滞
納
処
分

　

税
の
滞
納
者
に
対
し
て
は
、『
税
負
担
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
差
押
え
な
ど
の
滞

納
処
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
国

税
徴
収
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

換価処分換価処分

滞納町税
への充当

督促状の送付
文書催告

財産調査財産調査

財産差押

▼

▼

▼

▼

督促状を送付し、滞納分を納付するよう督促（請
求）します。それでも納付がない場合は、催告
書の送付や電話などによる催告を行います。

金融機関や勤務先など、滞納者の財産を占有す
る（持っている）第三者などに対して調査を行
います。
対象となる財産は、預貯金、給与、生命保険、
不動産、自動車、家財などです。
財産調査で発見した滞納
者の財産を差押え、滞納
者やその財産の利害関係
者に「差押通知書」を送
付します。

差押えた財産を
金銭に換えます。

滞納町税の納付に
充てます。

滞納処分までの流れ滞納処分までの流れ

1111
月
・
月
・
1212
月
は
徴
収
強
化
月
間
で
す

月
は
徴
収
強
化
月
間
で
す

　
　

 
～ 

ス
ト
ッ
プ
、
滞
納
！　
納
税
は
納
期
限
内
に 

～

滞納処分までの流れ滞納処分までの流れ

▼
問
い
合
わ
せ

　
納
税
係
・
納
付
相
談
窓
口

　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
５
）
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税
に
ま
つ
わ
る

税
に
ま
つ
わ
る  

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

Q��  �  

納
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

が
、
今
持
っ
て
い
る
納
付
書
で
納

付
で
き
る
か
。

A�  

納
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書
は
、

金
融
機
関
の
み
使
用
で
き
ま
す

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
）。
督
促
状
が
届
い
た
場
合
は

督
促
状
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Q�  
納
税
の
相
談
を
し
た
い
け
ど
、 

忙
し
く
て
役
場
に
行
く
時
間
が

な
い
。

A�  

ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
何

の
相
談
も
な
い
場
合
は
、
財
産
調

査
や
差
押
え
の
手
続
き
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q�  

借
金
が
あ
る
の
で
税
金
を
納
付

で
き
な
い
。

A�  

地
方
税
法
に
「
税
金
は
す
べ
て

の
債
務
に
優
先
す
る
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、個
人
債
務
（
借

金
）
よ
り
税
金
を
優
先
し
て
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
の
で
、
滞
納
を
放
置
せ
ず
に
納

税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Q�  

滞
納
額
が
少
額
な
の
で
、
差
押

え
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

A�  

金
額
の
多
い
少
な
い
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
少
額
で
あ
っ
て
も
滞

納
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
財
産
調
査
を
行
い
、
財
産
が

あ
れ
ば
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

Q  �  

事
前
の
連
絡
や
承
諾
な
し
に
、

財
産
が
差
押
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。

A�  

納
期
限
が
過
ぎ
た

後
、
督
促
状
を
発
送

し
て
10
日
を
経
過
し

た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合

は
、
国
税
徴
収
法
に
よ
り
財
産
を

差
押
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
本
人
に
対
し
て
事
前

の
連
絡
や
そ
の
同
意
は
必
要
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q�　
勝
手
に
個
人
の
口
座
を
調
べ

て
、
金
融
機
関
の
預
金
を
差
押
え

ら
れ
た
。
個
人
財
産
の
調
査
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
ら
な

い
の
か
。

A�　
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
国
税
徴

収
法
に
よ
り
、
す
べ
て
の
財
産
に

対
す
る
調
査
権
限
が
発
生
し
ま

す
。
こ
の
権
限
に
よ
っ
て
、
調
査

を
受
け
る
勤
務
先
の
事
業
所
、
金

融
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
は
、
調

査
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
財
産
調
査
は
、
個

人
情
報
保
護
法
に
は
抵
触
し
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
、
督
促
状
や
催
告
書
の
送
付
、

電
話
に
よ
る
催
告
を
行
い
、
自
主
納
付
を
促

し
て
い
ま
す
。

　
納
付
相
談
が
な
く
町
か
ら
の
催
告
に
も
反

応
が
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
国
税
徴
収

法
に
基
づ
き
滞
納
処
分
と
し
て
資
産
や
収
入

の
調
査
を
行
い
、
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

　
差
押
え
の
対
象
は
、
預
貯
金
、
給
与
、
生

命
保
険
、
国
税
還
付
金
、
不
動
産
、
自
動
車

や
家
財
な
ど
で
、
差
押
え
た
財
産
は
公
売
な

ど
に
よ
り
金
銭
に
換
え
、
滞
納
町
税
の
納
付

に
充
て
ま
す
。

■
税
以
外
で
も
徴
収
を
強
化

　
町
営
住
宅
使
用
料
や
下
水
道
使
用
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
保

育
料
、
給
食
費
、
奨
学
返
還
金
な
ど
も
徴
収

を
強
化
し
ま
す
。
納
期
限
内
の
納
付
と
未
納

分
の
早
期
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

納
付
が
難
し
い
場
合
は
、
早
め
に
担
当
部
署

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

件　数件　数 金 　額金 　額

119 件119 件 765 万 6995 円765 万 6995 円

【令和７年度差押え実施状況】【令和７年度差押え実施状況】

△タイヤロックされた自動車
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ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
芦
屋
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
や
郷
土
料
理
な
ど
を

中
心
と
し
た
調
理
実
習
を

行
い
ま
す
。
年
齢
、
性
別

関
係
な
く
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

健
康
な
食
生
活
と
一
緒
に
芦
屋
の
食
文

化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽��
と
き　
11
月
13
日
金
・
午
前
９
時
30

分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
～

午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

定
員　
12
人

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
６
日
金
ま
で
に
、

2
次
元
コ
ー
ド
か

ら
。
ま
た
は
健
康
づ

く
り
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
３
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

（
特
別
回
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

全
身
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
「
フ

レ
イ
ル
」
と
は
ど
ん
な
状
態
な
の
か
、

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
が
話
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
の
試
食
が
で
き
ま
す
。
試
食
を

希
望
す
る
場
合
は
必
ず
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。

▽�

と
き　
11
月
24
日
火
・
午
前
10
時
（
９
時

45
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
午
後
0
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　
11
月
17

日
火
ま
で
に
、
2
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま

た
は
健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

歯
科
健
診
・
健
康
診
査

1�

歯
科
健
診

　

口こ
う
く
う腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病

を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
受
診

券
を
送
っ
て
い
ま
す
。
受
診
券
を
持
っ
て

い
な
い
人
や
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら

な
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
昭
和
21
年
4
月
1
日
～
26
年

3
月
31
日
生
ま
れ
の
、
今
年
度
に
76

歳
～
80
歳
に
な
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
（
長
期
入
院
、
施

設
入
所
中
の
人
な
ど
を
除
く
）

▽�

受
診
期
間　
６
月
～
12
月
末
ま
で

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
受
診
券
、
マ

イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
、

自
己
負
担
金
３
０
０
円

�

2�

健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
の
重
症
化
や
フ
レ
イ
ル

の
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
４
月

中
旬
～
５
月
上
旬
に
受
診
票
を
送
っ
て

い
ま
す
。
受
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人

や
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
（
長
期
入
院
、
施
設
入
所
中

の
人
な
ど
を
除
く
）

※�

今
年
度
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生

月
の
10
日
頃
に
受
診
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
誕
生
日
以
降
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
期
限　
令
和
９
年
３
月
31
日
水

ま
で

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
受
診
票
、
マ

イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書
、

自
己
負
担
金
５
０
０
円

【
共
通
項
目
】

▽�

受
診
方
法　
実
施
医
療
機
関
に
予
約

し
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
‐
３

１
１
１
）

健
康
・
子
育
て

申し込みフォーム

申し込みフォーム

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223‐3677図 書 館
☎ 222‐1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223‐0881 ㈹

☎ 222‐2931芦屋中央病院
☎ 223‐0731町民会館 ☎ 222‐1981芦屋東公民館

☎ 223‐1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222‐2555
芦屋釜の里 ☎ 223‐5881

☎ 222‐0181総合体育館

広報あしや　2026.11 ㉒



あなたの地域でもはじめよう！地域交流サロン
　現在は 25の自治区（正津ヶ浜、江川台、浦区は休止中）でサロン活動が行われており、高
齢者の皆さんが集まって体操や脳トレ、卓球バレーなどのレクリエーションを行っています。
　皆さんで定期的に集まって体操や茶話などを行うことだけでも、立派なサロンです。
　令和９年４月から開始する自治区を募集していますので、地域包括支援センター（福祉課内）
に気軽に相談してください。
◇運営する人　高齢者の皆さん、地域に住んでいる人なら誰でも
◇内容　簡単な体操など気軽にできること
◇回数　月１回（２時間以上）から
◇ところ　自治区の公民館など
◇運営支援　町や芦屋町社会福祉協議会による支援があります。
◇�申し込み・問い合わせ　令和９年１月８日金までに
　地域包括支援センター（福祉課内）（☎２２３‐３５８１）へ申込書を提出してください。
◆�下記の自治区ではサロン活動が行われています。気軽に参加してください。
　�粟屋、大城、浜口、東町、高浜町、第３緑ヶ丘、正門町、第２緑ヶ丘、船頭町、中ノ浜、金屋、
市場、浜崎、幸町、白浜町、雁木、三軒屋、柏原、はまゆう、大君、花美坂、元町

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー

♥クリスマス会（限定10組）

　 ▽ �とき　12 月 10 日木・午前 10 時～ 11 時
　※ 11 月 26 日木から予約開始
♥育児相談
　【たんぽぽ相談】保健師・管理栄養士による相談
　� ▽ �とき　11 月 10 日火・午前 10 時～正午

　 ▽ �持ってくるもの　母子健康手帳
　※町外の人も相談できます（予約不要）。

♥ぽんちゃんのにこにこ絵本

　 ▽ �とき　11 月２日月・午前 11 時～ 11 時 30 分
♥どんぐりと絵本（限定 10組）

　 ▽ �とき　11 月９日月・午前 10 時～ 11 時
　※ 10 月 26 日月から予約開始
♥親子教室「親子エアロビ」（限定 10組）

　 ▽ �とき　11 月 11 日水・午前 10 時～ 11 時
　※ 10 月 28 日水から予約開始

　 ▽ �持ってくるもの　水分補給の飲み物
　※動きやすい服装で来てください。
♥絵本マミーのわくわくエプロンシアター

　 ▽ �とき　11 月 20 日金・午前 11 時～ 11 時 30 分
♥おゆずり会・交換会

　 � ▽ �とき　11 月 16 日月～ 21日土
　�　使わなくなった洋服・おもちゃ・絵本・ベビー用品

などが対象です。詳しくは問い合わせてください。

対象は、就学前のこどもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

11月の日曜開館日　８日・22日

「出前たんぽぽ広場」再開のお知らせ
　しばらく中止していた「出前たんぽぽ広場」

を 11 月から再開します。おもちゃや絵本を用
意して待っています。
� ▽ �とき　11 月 18 日水・午前 10 時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室

広報あしや　2026.11 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp㉓



相
談

・
募
集

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

11
月
５
日
木
＝
橋は
し
も
と本 

求も
と
む相
談
員

◎�

11
月
19
日
木
＝
土ど

い肥 

孝た
か
あ
き明
相
談
員

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

 

成
年
後
見
制
度
の

無
料
出
張
相
談
を
開
催
し
ま
す

　
認
知
症
や
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
の
理
由
で
判
断
能

力
が
不
十
分
な
人
は
、

生
活
費
の
管
理
が
う

ま
く
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売
で
必
要
の
な

い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
問

題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成

年
後
見
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
人
の
権

利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
25
日
水
・
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

※�

１
人
１
時
間
以
内
で
す
。

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
や
関
係
者

▽�

定
員　
３
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

費
用　
無
料

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
大
字
今い
ま
こ
が
古
賀
）

▽�
申
し
込
み　
11
月
２
日
月
か
ら
遠
賀

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

９
３
‐
１
２
９
３
）
へ

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
順

に
出
張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

※�

芦
屋
町
で
は
、
令
和
９
年
１
月
27
日

水
に
開
催
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
広

報
あ
し
や
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
花
壇
に
花
を
植
え
ま
せ
ん
か

　
町
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
運
動
と
し

て
、
町
内
の
公
共
花
壇
に
冬
の
花
（
ビ
オ

ラ
な
ど
）
を
植
え
ま
す
。

花
植
え
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

※
道
具
な
ど
は
役
場
で
用
意
し
ま
す
。

※�

当
日
は
飲
み
物
、
花
苗
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
５
日
土
・
午
前
８
時
15

分
か
ら
１
時
間
程
度

※�

雨
天
の
場
合
は
、
12
月
６
日
日
に
延

期
し
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
役
場
前
、
緑
ヶ
丘
交
差
点
、

浜
口
町
交
差
点

▽�

申
し
込
み　
12
月
２
日
水
ま
で
に
環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）
へ

広
報
あ
し
や
配
布
人
募
集

▽�

募
集
人
数　
1
人

▽�

対
象　
令
和
8
年
12
月
1
日
時
点
で
18

歳
以
上
の
人
、
ま
た
は
法
人
や
団
体
な
ど

▽�

配
布
開
始　
1
月
号
か
ら
（
配
布
期

間
は
12
月
21
日
月
～
25
日
金
）

▽�

配
布
地
域　
高
浜
町
の
一
部
・
祇
園

町
（
約
3
8
0
部
程
度
）

▽�
委
託
料　
１
回
あ
た
り
９
９
０
０
円

（
予
定
）

※�

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
１
）

広
告

広報あしや　2026.11 ㉔



体
育
施
設
の
年
間
利
用
登
録
を

受
け
付
け
ま
す

　

総
合
体
育
館
や
小
体
育
館
、
小
中
学

校
体
育
館
な
ど
の
体
育
施
設
を
、
年
間

を
と
お
し
て
利
用
し
た
い
団
体
は
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�
期
間　
令
和
９
年
４
月
１
日
木
か
ら

1
年
間

▽�

登
録
条
件 　
定
期
的
な
施
設
利
用
が

必
要
な
、
町
内
者
を
６
割
以
上
含
む

８
人
以
上
の
団
体

※
営
利
目
的
と
す
る
団
体
は
除
く

▽�

申
し
込
み　
12
月
７
日
月
ま
で
に
、
総

合
体
育
館
（
☎
２
２
2
‐
０
１
８
１
）
へ

※�

申
込
書
は
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
申
込
書
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

山
や
草
む
ら
で
活
動
す
る
と
き

は
マ
ダ
ニ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

野
山
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

る
と
、
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
S
F
T
S
）、
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
、
日
本

紅こ
う
は
ん
ね
つ

斑
熱
、
ラ
イ
ム
病
な
ど
の
感
染
症
に

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
を
予
防
す
る

に
は
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

草
む
ら
や
や
ぶ
な
ど
、
マ
ダ
ニ
が
生

息
す
る
場
所
に
入
る
場
合
に
は
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を
着

用
し
て
肌
の
露
出
部
分
を
少
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　

屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て

い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介

護
を
し
て
い
る
人
、

地
域
の
人
や
専
門
職

の
人
が
気
軽
に
集
い
、

交
流
を
図
り
な
が
ら

く
つ
ろ
ぐ
場
所
で
す
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

元
気
に
過
ご
す
た
め
の
ミ
ニ
講
話
や
、

簡
単
な
体
操
、
専
門
職
の
人
か
ら
認
知

症
や
介
護
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
26
日
木
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て

い
る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

内
容　

ミ
ニ
講
話
と
簡
単
な
体
操
、

座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
19
日
木
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

広
告

防災無線の訓練放送
　Ｊアラートを活用した全国一斉の情報伝達
訓練が行われます。訓練当日は、戸別受信機
や防災行政無線による訓練放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意してく
ださい。

▽ �とき
　11月 11日水・午前 11時
　予備日
　11月 25日水・午前 11時

▽放送内容
　♪ 上りチャイム音 ♪
　�「これは、Ｊアラートのテストで

す」×３回　
　「こちらは、芦屋町です」
 ♪ 下りチャイム音 ♪

▽ �問い合わせ　
　庶務係（☎２２３‐３５７２）

お
知
ら
せ

広報あしや　2026.11 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp㉕



　「広報あしや」では、事業所や会社、店舗などの広告
を有料で掲載しています（制限事項あり）。
▷規格　白黒で１枠 87 × 50 ㎜（この記事の枠内）
▷�掲載料金　１枠 1 万円で、２カ月以上

掲載が条件
▷�申し込み　掲載希望号の２カ月前の１

日までにシティプロモーション係（☎
２２３‐３５７１）へ申込書を提出

広報あしやに、広告を掲載しませんか

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカード
の受け取りや申請ができない人のために、
次の日程で休日窓口を開設します。

▽ �とき　11 月 29 日日・午前８時 30 分～
正午

※�急きょ中止になる場合は、
ホームページに掲載します。

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交

付）、申請書貼付写真（ない場合は、申
請時に無料で撮影）、通知カード、本人
確認書類

　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、
本人確認書類

※�本人確認書類は、公的機
関が発行した免許証など
の顔写真付きは１点、資
格確認書などの顔写真が
ないものは２点必要で
す。不明な場合は問い合
わせてください。

※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け

付けなどは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

町ホームページ

献
血
は
、
命
を
繋
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
あ
な
た
の
協
力
で
命
が
助
か
る
～

▽�

と
き　
11
月
16
日
月
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１
時

は
休
み
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
玄
関
前

▽�

内
容　
４
０
０
㎖
献
血

※�

献
血
を
し
た
人
に
は
お
礼
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

▽�

対
象　

男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～

69
歳
で
、
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
。
た

だ
し
、
65
歳
以
上
の
場
合
、
60
～
64
歳

に
献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
み

※�

献
血
可
能
日
を
献
血
会
員
ア
プ
リ「
ラ

ブ
ラ
ッ
ド
」
ま
た
は
献
血
カ
ー
ド
で

確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

血
液
の
安
全
性

向
上
の
た
め
、

受
け
付
け
時

に
、
本
人
確
認

が
で
き
る
証
明

書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
な
ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

　
健
康
づ
く
り
係（
☎
２
２
３‐３
５
３
３
）

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
脳
を
活
発
に

脳
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室
参
加
者
募
集

　

認
知
症
は
誰
も
が

な
り
得
る
身
近
な
病

気
で
、
症
状
が
出
る

前
か
ら
予
防
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
頭
と
体
を
同
時
に

使
っ
た
運
動
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
で
脳

の
活
動
を
活
発
に
し
、
自
宅
で
も
継
続

で
き
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　

12
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
23

日
（
全
４
回 

全
て
水
曜
日
）・
午
後
１
時

30
分
（
１
時
か
ら
受
け
付
け
）
～
３
時

▽
と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
人

▽
定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
の
飲
み
物

※�

運
動
し
や
す
い
服
装
と
靴
で
来
て
く

だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　
10
月
26
日
月
・
午
前
８

時
30
分
か
ら
11
月
25
日
水
・
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
、高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

※�

６
月
の
教
室
に
参
加
し
た
人
は
、
申

し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

広報あしや　2026.11 ㉖



緊急地震速報の訓練放送
　Ｊアラートを活用した全国一斉の緊急地震速報訓練が
行われます。訓練当日は、戸別受信機と防災行政無線に
よる訓練放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意してください。

▽ �とき　11月５日木・午前 10時ごろ

▽放送内容
　♪ 上りチャイム音 ♪
　�「こちらは、芦屋町です。ただ今から訓練放

送を行います」
　♪ 緊急地震速報チャイム音♪
　�「緊急地震速報。大地震です。大地震です。

これは訓練放送です」×３回
　�「こちらは、芦屋町です。これで訓練放送を

終わります」
　♪下りチャイム音 ♪

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

芦屋町電気料金等芦屋町電気料金等
支援給付金給付事業支援給付金給付事業

　物価の高騰による家計の急変を受けて、電気やガスなどの使用を控えることが予想されることから、
冬季における暖房などの使用制限による体調不良に陥ることがないよう、電気料金などの負担を軽減す
るため、電気料金等支援給付金給付事業を行います。

▷�対象者　10 月１日時点で芦屋町に住民登録があり、申請書発送時点において引き続き住民登録がある人
※ただし、航空自衛隊芦屋基地内（大字芦屋 1455 番地１）に住民票を有する人は除く。
▷�給付額　１人あたり１万円
▷�申請・配布方法　11 月下旬に受給権者（世帯主）へ申請書・返信用封筒・事業内容のチラシを送付します。
※受付窓口の混雑が予想されますので、できる限り電子申請または郵送での申請をお願いします。
※受付後順次、申請口座へ振り込みます。
※詳しくは、今後送付される案内で確認してください。
▷問い合わせ　健康づくり係（☎２２３‐３５３３）
※申請開始後は、専用問い合わせ番号があるので案内通知で確認してください。

夜間飛行訓練を
行います

　平日昼間の訓練に加えて、次の
日程で夜間飛行訓練を行います。

【ジェット機】

▽ �と き　11 月 ９ 日 月、10 日 火、
11 日水の日没～午後９時ごろ

　�（予備日＝ 12 日木、17 日火～
19 日 木、24 日 火 ～ 26 日 木、
30 日月）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月、火の
日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合水、
木、金が予備日です。

▽ �問い合わせ　
　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

広報あしや　2026.11 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp㉗



お
め
で
と
う　
二
十
歳
の
祭
典

　
～
二
十
歳
の
つ
ど
い
～

▽�

と
き　
令
和
９
年
１
月
10
日
日
・
午

後
３
時
か
ら
式
典
（
２
時
15
分
か
ら

受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
町
民
会
館　
大
ホ
ー
ル

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
、
平
成

18
年
４
月
２
日
～
19
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人

※�

対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
っ
て
い

ま
す
。
同
封
の
は
が
き
で
出
欠
を
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
案
内
状
の
封
筒
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

※�

会
場
へ
は
対
象
者
の
み
入
場
で
き
ま

す
。保
護
者
な
ど
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※�

学
校
や
仕
事
の
都
合
で
町
外
に
住
ん
で

い
る
人
で
も
、
町
内
の
小
中
学
校
に

在
籍
し
て
い
た
人
は
参
加
で
き
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
電
話
、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
６
）

遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▽�

と
き　
12
月
13
日
日
・
午
前
９
時
開
会

式（
受
け
付
け
は
午
前
８
時
20
分
～
50
分
）

※
小
雨
決
行

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド

▽�

対
象　
遠
賀
郡
に
住
ん
で
い
る
か
勤

務
し
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
。
ま
た

は
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に

所
属
し
て
い
る
人

▽�

種
目　

小
学
１
～
３
年
生
＝
１
㎞
、

小
学
４
～
６
年
生
・
中
学
生
女
子
・

一
般
男
女
60
歳
以
上
＝
２
㎞
、
中
学

生
男
子
・
一
般
女
子
50
～
59
歳
＝
３

㎞
、
高
校
生
・
一
般
女
子
18
～
49
歳
・

一
般
男
子
18
～
59
歳
＝
５
㎞

▽�
申
し
込
み　
11
月
６
日
金
ま
で
に
芦
屋
町

体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０
１
８
８
）
へ

シ
ニ
ア
向
け
職
場
見
学
会

　

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
職
種
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
シ
ニ
ア
の
人
を
応
援
す

る
た
め
「
職
場
見
学
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
求
人
数
が
多
く
、資
格
が
な
く
て
も

就
職
し
や
す
い
警
備
、
介
護
、
販
売
、
調

理
の
４
職
種
に
つ
い
て
、実
際
の
仕
事
内

容
や
雰
囲
気
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
分
野
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的

に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

見
学
会
に
参
加
す
る
人
は
福
岡
県
生

涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
へ
の
事

前
申
し
込
み
と
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

▽�

と
き　
11
月
の
平
日
に
４
回
開
催（
警

備
、
介
護
、
販
売
、
調
理
で
各
１
回
）

※�

１
回
あ
た
り
90

分
程
度
を
予
定

※�

見
学
先
へ
の
送

迎
バ
ス
あ
り

※�

詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

▽
定
員　
各
回
25
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
北
九
州
オ
フ
ィ
ス

（
☎
５
１
３
‐
８
１
８
８
）
へ

お
知
ら
せ

みんなのね・ん・き・ん
■社会保険料控除証明書が届きます
　日本年金機構から、「社会保険料（国民年金保
険料）控除証明書」が対象者宛てに送られます。
手元に届いたら大事に保管し、年末調整や確定
申告に使用してください。令和８年中に納付し
たものであれば、過去の年度分や追納した保険
料も全て社会保険料控除の対象になります。
① �10 月下旬～ 11 月上旬に送られてきた人
　令和８年１月１日～９月 30 日の間に国民年
金保険料を納付した人

②令和９年２月上旬から順次送られてくる人
　令和８年 10 月１日～ 12 月 31 日の間に今年
初めて国民年金保険料を納付した人
　マイナポータルとねんきんネットの認証連携
手続きが済んでいる人のうち、ねんきんネット
内で「電子送付を希望する」と登録している人
に対しては、マイナポータルの「お知らせ」に
のみデータを送信します。
※�なお、自分の保険料だけでなく、配偶者やこ

どもなどが負担すべき国民年金保険料も支払
っている場合、その保険料も合わせて控除が
受けられます。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
に関する相談は、「ねんきん加入者ダイヤル」に
問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　ねんきん加入者ダイヤル
　（☎０５７０‐００３‐００４）

福岡県生涯現役
チャレンジセンター

町ホームページ

広報あしや　2026.11 ㉘



芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

●�

文
化
祭
茶
会

　

秋
風
の
心
地
よ
い
季
節
に
、
文
化
祭

茶
会
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
３
日
火
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ
・
内
容　
芦
屋
釜
の
里
大
茶

室
（
煎せ
ん
ち
ゃ茶
・
小お
が
さ
わ
ら

笠
原
流
）

▽�

茶
券
代　
８
０
０
円
（
別
途
入
館
料

18
歳
以
上
２
０
０
円
、
小
中
高
校
生

50
円
）

▽
主
催　
芦
屋
町
茶
道
協
会

●�

七
五
三
呈
茶

　

こ
ど
も
の
成
長
を
祝
う
七
五
三
の
時

期
に
合
わ
せ
、七
五
三
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
14
日
土
～
15
日
日
・
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
立
礼
席

▽�

内
容　
呈
茶
（
和
菓
子
と
抹
茶
）

※
お
点て

前ま
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
18
歳
以
上
９
０
０
円
、
小
中
高

校
生
５
０
０
円（
入
館
料
と
お
茶
代
）、

未
就
学
児
４
０
０
円
（
お
茶
代
）

【
共
通
項
目
】

▽�
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

公
民
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
山
鹿
公
民
館
講
座

　

�

か
の
こ
椿
の
壁
飾
り
づ
く
り

　

手
染
め
の
寒か

ん
れ
い
し
ゃ

冷
紗
を
使
い
、
か
の
こ

椿
の
壁
飾
り
を
作
り
ま
す
。
正
月
の
飾

り
に
い
か
が
で
す
か
。

▽��

と
き　
12
月
９
日
水
・
午
前
９
時
30

分
～
正
午

▽��

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

講
師　
山
田 

加か

づ

こ
津
子
さ
ん

▽��

対
象　
18
歳
以
上

▽����

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��

参
加
費　
２
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▽���

申
し
込
み　
11
月
１
日
日
～
12
月
１

日
火
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

に
電
話
（
☎
２
２
３
‐
１
８
９
２
）

ま
た
は
山
鹿
公
民
館
窓
口
へ

●�

中
央
公
民
館
講
座

　
松
本 

清
張
の
生
き
ざ
ま
や
考
え
方
に

学
ぶ
～
朗
読
と
オ
カ
リ
ナ
の
調
べ
で
辿た
ど

る
清
張
さ
ん
の
人
と
作
品
～

　

１
９
０
９
年
に
小
倉
で
生
ま
れ
、
82

年
の
人
生
を
生
涯
現
役
で
駆
け
抜
け
た

松
本 

清
張
先
生
。
41
歳
と
い
う
遅
咲
き

の
作
家
デ
ビ
ュ
ー
な
が
ら
、
天
才
的
な

努
力
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で
千
を
超
え

る
作
品
を
残
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
作
品

や
生
き
ざ
ま
を
オ
カ
リ
ナ
の
調
べ
に
の

せ
て
紹
介
し
ま
す
。

▽�

と
き　
11
月
14
日
土
・
午
前
10
時
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
古
賀 

厚あ
つ
し志
さ
ん
（
松
本
清
張

記
念
館
館
長
）

▽�

定
員　
60
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
10
月
27
日
火
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
に
電
話（
☎

２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た
は
中
央

公
民
館
窓
口
へ 

【
共
通
項
目
】

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
町
公
式
S
N
S

■Facebook ■ Instagram■ LINE

広報あしや　2026.11 芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp㉙

芦屋基地航空祭交通規制中の
タウンバス運休のお知らせ

▽ �とき　11 月 15 日日
【芦屋タウンバス運休】
�遠賀川駅前発　（８便）
①午前 8 時 55 分、②午前 9 時 51 分、
③午前 10 時 37 分、④午前 11 時 34 分、
⑤午後 0 時 9 分、⑥午後 0 時 33 分、
⑦午後１時 11 分、⑧午後１時 42 分
夏井ヶ浜・芦屋中央病院玄関前・港湾緑地発
遠賀川駅前行（11 便）
①午前 9 時３分、②午前 9 時 26 分、
③午前 9 時 39 分、④午前 10 時 1 分、
⑤午前 10 時 20 分、⑥午前 10 時 44 分、
⑦午前 11 時 1 分、⑧午前 11 時 16 分、
⑨午前 11 時 52 分、⑩午後 0 時 18 分、
⑪午後１時 26 分
※�運休になる便以外についても、交通混雑に

より大幅に遅れることが予想されます。

▽ �問い合わせ　地域振興・交通係
　（☎２２３‐３５３９）



㉚

ＫＢＣ九州朝日放送「ふるさとＷｉｓｈ」
芦屋町特集！ 11 月２日月～８日日
　九州朝日放送（ＫＢＣ）で、福岡・佐賀 80 市町村をはじめ、
ＫＢＣの放送エリアの魅力をテレビ、ラジオ、ＳＮＳでたっぷり
と伝える「ふるさとＷｉｓｈ」を放送中です。
　11 月２日月～８日日の１週間は芦屋町にスポットを当て、自
慢の食や特産品、元気な企業や人など、芦屋町の魅力をたっぷり
紹介します。また、ＫＢＣの「Ａ

ア イ タ カ ー

ｉｔａＣＡＲ」が町内をめぐり、
芦屋町のイチオシ情報を放送します。

▽ �放送番組【テレビ】＝�「アサデス。ＫＢＣ」、「ぎゅっと」、
　　　　　　　　　　　 「Ｗｉｓｈ＋

プラス
」など

　　　　　 【ラジオ】＝「アサデス。ラジオ」、「ポジモン！」、
　　　　　　　　　　　 「ＰＡＯ～Ｎ」、「ハッピーアワー」など

▽ �問い合わせ　九州朝日放送（☎〈０９２〉７２１‐１２３４）

＜事例＞
　SNSでフォローしている飲食店のアカウン
トから「指定のサイトで商品を購入すると、
被災地に支援ができ、さらに購入額より多い
金額が○○ペイで返金されます」というダイ
レクトメッセージ（以下DMと表記します）
が届いた。DM内のリンク先からアプリに誘
導され登録したところ、指示された２千円分
の商品を「○○ペイ」で支払うよう案内された。
その後２５００円分が返金され、複数回にわ
たり、その作業を繰り返した。全て支払いよ
りも多い金額で返金されたため、すっかり信
用してしまい、10万円であればさらに返金額
が高額になると考え支払ったが返金がない。
� （60歳　女性）

�●「○○ペイで返金します」と言われたら、詐
欺を疑ってください。
●被災地支援に関するDMが届き、商品購入
や寄付などを求められたとしても、支払う前
に当該事業者の公式ホームページなどで偽ア
カウントに関する注意を呼び掛けていないか、
確認しましょう。
●不審なDMやメールには対応しない。もし
最初は気が付かなかったとしても、おかしい
と気が付いた時点で連絡を絶ってください。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（環境住宅課内☎２２３‐３５４３）

被災地支援をうたう不審な
ダイレクトメッセージにご注意！

消費者ホットニュース

アイタカーが町内を巡ります！

アイタカーリポーターによる
中継もあります！

広報あしや　2026.11



安
長
寺
と
空く
う
や
し
ょ
う
に
ん

也
上
人
③

　
芦
屋
歴
史
の
里
で
は
、令
和
９
年
１
月

11
日
月
ま
で
、特
別
展
「
芦
屋
の
空
也
上

人
―
時
宗
安
長
寺
の
世
界
―
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。
開
催
に
あ
わ
せ
、全
5
回
で

安
長
寺
と
空
也
上
人
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
3
回
目
は
、「
空
也
上
人
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
空
也
上
人
と
は

　
空
也
上
人
（
９
０
３
～
９
７
２
）
は
、

平
安
時
代
の
僧
で
す
。そ
の
出
自
は
不
明

で
あ
り
、一
説
に
は
醍だ
い
ご醐
天
皇
の
ご
落ら
く
い
ん胤

（
隠
し
子
）
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
若
い
頃

か
ら
諸
国
を
巡
り
修
行
を
し
、道
路
整
備

や
行
倒
れ
た
人
を
弔
う
な
ど
の
社
会
事

業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
を
唱
え
、民
衆
の
間
に
信
仰
を
広

め
ま
し
た
。

　

空
也
上
人
は
、
自
身
に
つ
い
て
語
ら

ず
、教
え
な
ど
を
書
き
残
す
こ
と
を
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
空
也
上
人
に
関
す
る
最

も
古
い
文
献
は
、
空
也
上
人
の
一
周
忌

に
合
わ
せ
て
編へ
ん
さ
ん纂
さ
れ
た
、
源
み
な
も
と 

為た
め
の
り憲
の

「
空く
う
や
る
い

也
誄
」
で
す
。
空
也
誄
は
、
空
也
上

人
の
生
涯
を
知
る
う
え
で
、最
も
重
要
な

資
料
で
す
。

　

空
也
上
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
お
よ

そ
３
０
０
年
後
に
活
躍
し
、後
に
時
宗
の

開
祖
と
な
る
一い
っ
ぺ
ん
し
ょ
う
に
ん

遍
上
人
は
、空
也
上
人
を

尊
敬
し
、空
也
上
人
を
手
本
と
し
て
全
国

を
遊
行
し
ま
し
た
。

●
芦
屋
と
空
也
上
人　

　
空
也
上
人
が
芦
屋
に
来
た
の
は
、
天
て
ん
ぎ
ょ
う慶

年
間
（
９
３
８
～
９
４
６
）
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
空
也
誄
に
お
い
て
、

天
慶
年
間
に
九
州
を
訪
れ
た
か
ど
う
か

は
不
明
で
す
。
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
儒

学
者
で
あ
る
貝か
い
ば
ら原 

益え
き
け
ん軒
の
「
筑
前
国
続

風
土
記
」に
は
、大
日
寺（
糸
島
市
） 

が
天

慶
4
（
９
４
１
）
年
に
空
也
上
人
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
芦
屋
に
お
け
る
空
也
上
人
の
伝
承

と
時
期
が
一
致
し
ま
す
。
空
也
上
人
は
天

慶
年
間
に
九
州
を
訪
れ
、
そ
の
際
に
芦
屋

に
立
ち
寄
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
芦
屋
の
空
也
上
人
像

　
空
也
上
人
像
は
全
国
各
地
に
存
在
し
、

そ
の
多
く
が
遊
行
像
と
呼
ば
れ
る
姿
で

す
。
そ
の
姿
は
、
頬
は
こ
け
、
鎖さ
こ
つ骨
や
あ

ば
ら
が
浮
い
て
い
る
痩そ
う
し
ん身
で
あ
り
、胸
に

鉦し
ょ
う
こ鼓
を
懸
け
、
右
手
に
撞し
ゅ
も
く木
、
左
手
に

鹿ろ
っ
か
く角
の
杖
を
持
ち
、
足
元
は
草わ
ら
じ鞋
を
履

き
、
左
足
を
一
歩
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、口
か
ら
は
空
也
上
人
が
唱
え
た

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
仏
像
の
姿
と
な
っ

て
あ
ら
わ
さ
れ
た
六ろ
く
た
い
ぶ
つ

体
仏
が
出
て
い
ま

す
。
現
存
最
古
の
空
也
上
人
像
は
、重
要

文
化
財
指
定
・
六ろ
く
は
ら
み
つ
じ

波
羅
蜜
寺
所
蔵
の
「
空

也
上
人
立
像
」（
康
こ
う
し
ょ
う勝
作
、
鎌
倉
時
代
）

で
す
。

　

芦
屋
の
空
也
上
人
像
も
六
波
羅
蜜
寺

と
同
じ
遊
行
像
で
す
。衣
の
長
い
袖
が
揺

れ
て
い
る
表
現
が
、力
強
く
一
歩
踏
み
出

し
た
姿
に
躍
動
感
を
与
え
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。
た
だ
し
、芦
屋
の
空
也
上
人

像
は
完
存
で
は
な
く
、
鉦
鼓
、
撞
木
、
六

体
仏
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。製
作
年
代
は

不
明
で
す
が
、江
戸
時
代
以
前
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
の
空
也
上
人
像
は
、
こ
れ
ま
で

秘ひ
ぶ
つ仏
で
し
た
。今
回
の
特
別
展
が
初
の
一

般
公
開
と
な
り
ま
す
の
で
、芦
屋
歴
史
の

里
へ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
次
回
は
、空
也
上
人
と
芦
屋
役
者
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
六
十
六

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
き
た
脇
田
さ
ん
。
今
号

の
表
紙
で
は
、
卒
業
企
画
展
「
あ

し
や
ま
ち
ま
ん
が
展
」
の
様
子
を

紹
介
し
、
裏
表
紙
に
は
最
後
の
コ

ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
脇
田
さ
ん
と
一
緒
に

仕
事
を
す
る
機
会
が
多
く
、
マ
ン

ガ
を
描
く
姿
を
間
近
で
見
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
、
芸
術
的

な
才
能
に
恵
ま
れ
た
方
だ
と
感

じ
、
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
い
ま

し
た
。

　
か
く
い
う
私
は
、
芸
術
的
な
才

能
に
憧
れ
が
あ
る
も
の
の
、
残
念

な
が
ら
あ
ま
り
縁
が
あ
り
ま
せ

ん
。
学
生
時
代
の
美
術
の
授
業
で

は
一
生
懸
命
に
絵
を
描
い
て
い

ま
し
た
が
、
作
品
が
入
選
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
砂
像

を
彫
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
際
も
、

頑
張
っ
て
イ
ル
カ
を
彫
っ
た
つ

も
り
が
、
完
成
し
た
の
は
な
ぜ
か

マ
グ
ロ
の
よ
う
な
作
品
で
し
た
。

　
脇
田
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
芦

屋
町
に
住
み
、
マ
ン
ガ
を
描
き
続

け
ま
す
。
町
で
見
か
け
た
際
に

は
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
の
日
か
、
芦
屋
町
か
ら
有
名

な
マ
ン
ガ
家
が
誕
生
し
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
。�

（
篠
塚
）

編
集
後
記

△芦屋の空也上人像
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♥ Happy BirthdayHappy Birthday

中
な か お

尾 碧
あ き

樹ちゃん
（山鹿）
令和６年
10 月 11 日生まれ

いつもにこにこ笑顔でパパとママを幸せに
してくれて、ありがとう♡♡パパもママもあ
っくんがうまれてから毎日幸せな気持ちで
いっぱいです。これからもいっぱい食べて、
いっぱいあそんで大きくなってね。

広報あしや／●毎月１回（25 日）発行　●芦屋町役場企画政策課シティプロモーション係  ☎ 093（223）3571 〒 807-0198  福岡県遠賀郡芦屋町幸町２-20
●印刷　社会福祉法人福岡コロニー

地域おこし協力隊とは？
　人口減少や高齢化などが進む地方で、地域外の人を受け入
れ、地域協力活動を行ってもらい、その地域への定住・定着
を図ることで、地域力の維持・強化を図っていくことを目的
とした制度です。

▷問い合わせ　シティプロモーション係（２２３‐３５７１）

　「あしやまちまんが展」では、
たくさんの人に足を運んでいた
だき、３年間頑張って描いてよ
かったなと思いました。マンガ
の作成には町内の多くの人に協
力いただき、また、卒業展の展
示に協力してくれた人達にも感
謝の気持ちでいっぱいになりま
した。皆さんの支えがあって頑
張れたのだと思います。
　卒業後は芦屋町でマンガやイ
ラストの仕事をしながら自分の
描きたいもの、読んだ人が楽し
める作品を作れるように頑張り
ますので、応援してもらえると
幸いです。３年間ありがとうご
ざいました。

脇
わ き た

田 彩
あ ゆ み

友美（6 号）

　福岡県糟屋郡出身の元芦屋町
地域おこし協力隊 6 号。令和 8
年９月に任期を終了。
　９月 16 日水から 27 日日ま
で、３年間で作成したマンガ約
７００枚を展示した卒業制作

「あしやまちまんが展」を開催。


